
平成３０年度　高松市下水道事業会計予算の概要

浸水被害から街を守り、汚水を浄化するために必要な経費・財源です。
2.5 113.6

35.1 113.6 ・営業収益は、ＭＩＣＳ事業収入の減少や、繰入金算定方法の変更に伴い補助金が減少するものの、これ
33.1 0.0

42.9 ・営業外収益は、企業債の利子償還に伴う他会計負担金が減少したこと及び香東川流域下水道から移管
6.6  された資産のうち、減価償却が終了するものが発生し、長期前受金戻入が減少したため、減少しています。

23.6 ・営業費用は、下水道管閉塞工事の皆増のため、管渠費が増加するものの、流域下水道資産のうち、減価
68.6  償却が満了するものが発生し、減価償却費が減少したため、減少しています。
14.8 ・営業外費用は、企業債の利子償還が減少したため、減少しています。

0.0 収益的収入及び支出 単位：百万円

科　　目 Ｈ３０ Ｈ２９ 増減 科　　目 Ｈ３０ Ｈ２９ 増減
営業収益 7,329 7,173 156 営業費用 9,872 9,885 △ 13
営業外収益 4,033 4,366 △ 333 営業外費用 1,478 1,643 △ 165

特別損失 2 1 1
予備費 10 10 0

収入計 11,362 11,539 △ 177 支出計 11,362 11,539 △ 177
収支差引 0 0 0

下水道管などの下水道施設を整備するために必要な経費・財源です。

40.4 40.4
0.1 68.7
6.6 109.1 主な事業
0.0 ・汚水管渠整備事業（仏生山処理分区汚水管工事、香川第１～２処理分区汚水管工事等）

・雨水管渠整備事業（西部バイパス幹線工事等）
45.5 ・ポンプ場施設改築事業（川西川ポンプ場No.1雨水ポンプ改築工事等）
16.5 ・下水処理場施設改築事業
47.9 ・下水道施設長寿命化事業
61.2

資本的収入及び支出

科　　目 Ｈ３０ Ｈ２９ 増減 科　　目 Ｈ３０ Ｈ２９ 増減
企業債 4,553 4,334 219 建設改良費 4,787 4,003 784
出資金 608 551 57 企業債償還金 6,110 6,041 69
補助金 1,651 1,228 423 長期貸付金 6 6 0
分担金及び負担金 49 408 △ 359 予備費 3 3 0
その他資本的収入 4 4 0
収入計 6,865 6,525 340 支出計 10,906 10,053 853

収支差引 △ 4,041 △ 3,528 △ 513

※資金不足額は、減価償却費などによって会計内部に留保された資金などで補てんします。

収　　　入 支　　　出
単位：百万円

収益的収支

資本的収支

収　　　入 支　　　出

 　　入れることにより、増加しています。
      まで、資本的収入で受け入れていた元金償還に伴う他会計負担金を収益的収入の他会計負担金で受け

収入

１１３．６億円

支出

１１３．６億円

下水道使用料

４２．９億円

長期前受金戻入

３３．１億円

市からの

負担金・補助金

３５．１億円

その他の収入

２．５億円

人件費

６．６億円
下水道施設の

運転経費など

２３．６億円

減価償却費など

６８．６億円

支払利息など

１４．８億円

市からの出資金・負担金

及び・受益者負担金など

６．７億円

収入

６８．７億円

支出

１０９．１億円

資金不足額

４０．４億円

下水道施設を

整備する費用

４７．９億円

借入金の

元金返済金など

６１．２億円

国からの補助金

１６．５億円

企業債

４５．５億円



 された資産のうち、減価償却が終了するものが発生し、長期前受金戻入が減少したため、減少しています。

単位：百万円


